




②キ ズサポ タ 成 の 子  
 ・はじめに（5分） 
  認知症のことで知っていることを子ども達に発表してもらった。 
  子どもたちから出た主な意見は次のとおり。 

 

      ○ばか             ○わざと同じことばかり聞く。 
      ○駐車場をまちがえる。  ○すぐにものを忘れる 

 

 

・認知症の劇（30分） 
認知症高齢者（太郎さん、ウメさん）と周りの人達（家族、近所の人、お店の人）
とのやりとりから、認知症高齢者に対する正しい対応を学ぶ。 

 

・年をとることによるもの忘れと認知症による記憶障害の違い（10分） 
  出来事の細かい部分の一部を忘れてしまったり、人の名前が思い出せなかったりす

るのは、年をとることによるもの忘れ。認知症という病気になると出来事をすっぽ
り全部忘れ、そんなことがあったことすら忘れてしまい、また、家族でも誰なのか
わからなくなることもあるということを学んだ。 

  他人事としてではなく、自分のこととしてとらえることを目的として『もし、自分
が認知症になったら』ということで子ども達に考えてもらい意見を発表してもらっ
た。子ども達から出た主な意見は次のとおり。 

 

★家族の顔がわからなくなったら？ 
 
  ○悲しい。 
  ○友達やいろんな人のことがわからなくなると不安になる。 
  ○おかしいなあと思う。 
 
 

★給食を食べたのに忘れてしまったら？ 
 
  ○いや。  ○心配。 
  ○不安。  ○認知症になってないからわからない。 

 
★学校でトイレの場所がわからなくなったら？ 

 
  ○「どうしたの？」と声をかけてほしい。 
  ○不安。友達が一緒に行ってくれると安心。 

 
★学校から帰る道がわからなくなって、家に帰れなくなったら？ 

 
  ○こわい。 
  ○周りの人が教えてくれると安心。 
  ○泣く。だれかに道を教えてもらいたい。 
  ○「一緒に帰ろう」と友達が言ってくれたら安心。 

 

 

の人への し め 5 分  

    認知症の人への対応の心得として“３つの” 『ない』（驚かせない、急がせない、傷

つけない）があることを学んだ。 
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４ ・  

市 の い  

医療機関・介護老人保健施設・地域包括支援センター・介護支援専門員など、認知症

にかかわる専門職はそれぞれが連携して、認知症ケアに取り組んでいる。 

しかし、認知症の人が地域で尊厳ある暮らしを継続していくためには、そこで暮らす

市民の理解と協力、支えが不可欠である。そうした中で市民が市民に対して認知症を正

しく理解するための方法として寸劇上演を行っていることの意義は大きいと考える。現

在、志摩市の市民劇団員は 60人ほどいるが、人数が多ければ毎回出演する必要がなく自

分の都合の良いときだけ参加できるためボランティアとしての負担感が少なくなる。ま

た、市民劇団員は「介護者役や認知症高齢者役などいろいろな役を演じることで立場が

変わるため、自分がその立場になったときにどのような気持ちになるかを疑似体験でき

た」と話している。 

こうした劇を見た市民もまた認知症の中核症状や周辺症状をわかりやすく理解し、ど

のような対応をすれば良いかを学ぶことができる。そして、正しい知識を得た市民が家

庭で伝えていくことで、地域における認知症理解が深まり対応の方法を理解した人たち

による手助けや声かけが広がっていく。 

  専門医や専門職による認知症研修会は、興味・関心のある参加者しか集まらないが、

市民劇団は出前講座式なので学校でも老人クラブの会合でもどこへでも出かけていくた

め、より多くの市民に広く浅く知識をもってもらうことができる。こうしたやる気のあ

る市民を発掘し、行政や地域包括支援センターがその活動を下支えていくことが重要で

はないだろうか。 

 

２ たち くりの い  

今後、少子高齢化が進む三重県では地域の福祉人材としていかに子ども達を育て活用

していくかが重要な課題となっていくと思われるが、志摩市はすでに高齢化率が 30％強

にのぼるため、県よりも早くその課題に突き当たっている。 

平成 17年から 2年間をかけて取り組んだ地域福祉計画の策定過程において結成された

「こどもプロジェクト」（市と市社協主催の 3級ヘルパー養成課程を修了した中高生の中

で希望する子ども）では、メンバーの中高生から「私たちも企画されたものに参加する

だけでなく、自分たちが企画して地域づくりに加わりたい」という声が聞かれた。また、

中高生 3級ヘルパー養成課程には 50時間という講座時間数にもかかわらず多くの中高生

が応募した。 

今回、認知症キッズサポーター養成講座は福祉行政側から学校への積極的な働きかけ

によって実現した。子ども達は、大人が考えているよりも福祉に関心をもち、地域のた

めに役に立ちたいという気持ちも持っている。そうしたことから、行政は学校や教育委

員会、社会福祉協議会などと連携し、小中高校生が福祉に関わるきっかけを提供し、福

祉への気づきを促していかなければならない。 
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